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会

議 
議 題 

（内 容） 

令和 6年度福津市保健事業実績報告について 

健康ふくつ 21 について 

公開・非公開の別 ■公開  □非公開  □一部公開 

非公開の理由  

傍聴者の数  なし 

資料の名称 令和 6年度福津市保健事業実績報告 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

記録内容の確認方法：会長確認 

その他の必要事項  



審議内容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

次 第 

１．開会のことば 

2.市長挨拶(公務により欠席のため代読) 

3.委嘱辞令の交付  

4.自己紹介 

5.会長・副会長の選任 

6.会長挨拶 

7.議事 

8.閉会のことば 

 

古野会長    では、議事（１）令和 6年度福津市保健事業実績報告について、に

入ります。 

 

（事務局各担当より説明） 

 

古野会長    委員の皆様から今の報告について質問や意見などはありますか。 

 

大島委員    生活習慣病対策としては、健診を受けることが大事というのが市民

の共通認識なのにも関わらず、受診率が上がらない最大の要因は

どう考えていますか。 

 

事務局 鈴木 電話や通知で今まで受診したことがない方への掘り起こしという形

で、受診の勧奨を行っていますが、既に医療機関に繋がっている方

や、普段病院で検査を受けている方が、受診に繋がらないことが多

い印象です。今年度から各医療機関へ、個別医療機関でも健診が

受けられますという案内のポスターの掲示を依頼して、既に医療機

関に繋がっている方への受診勧奨にも取り組んでいます。 

 

大島委員       医療機関での受診結果については、情報共有出来ていますか。 

 

事務局 鈴木  病院での検査結果は国保連合会を通じて、みなし健診という形で情

報をいただくという事業にも取り組んでいます。いただいた情報を

元に保健指導を行っているので、引き続き治療中の方などに対して

もそういった案内をしていこうと考えています。 

 

大島委員       医療機関での受診は、この受診率には反映されないのですか。 

 

事務局 鈴木  個別健診という形で受診券を持って特定健診として決まった内容の

検査を受けていただく個別健診も反映されますし、今お伝えした、



病院で治療として検査を実施した健診結果を病院を通じて提出し

ていただいたものも反映出来ています。ただ、特定健診の項目を満

たさない、例えば尿検査をしていない方などのデータはこの受診率

には反映されていないです。そしてやはり一番の問題は、関心がな

い層だと思うので、今まで無関心だった層を受診に繋げるために通

知の内容を見直しています。ここ数年受診率が伸び悩んでいるの

は課題だと感じています。 

 

大島委員        それをどうするかですね。無関心層への対策が課題ですね。 

 

事務局 鈴木   はい。 

 

古野会長        今、特定健診受診率の全国平均はどのくらいですか。 

 

事務局 鈴木   確認させていただきます。  

 

古野会長        暫定値の 38.8％くらいですかね。全国平均も受診率はそんなに高

くないと思いますので、大島委員から話があったように、無関心な

層をなんとか受診の方向へ向けたいですね。 

 

古野会長        他にはありませんか。 

 

渡辺委員       高齢者と子どもなどの連携的な事業やそれに対しての取り組み、高

齢者の方が増えて健康寿命を延ばすとなったときに、どういう世代

を巻き込んで事業を行うのか事業の内容についてお聞きしたいで

す。 

 

事務局 桑野    3 ページの高齢者の保健事業と介護予防等の一体的な実施事業

の中で、3 課でまとまってポピュレーションアプローチ、ハイリスク

アプローチなどにいきいき健康課と取り組んでいます。  

 

事務局 権現  国保と高齢者への取り組みは行っていますが、子どもとの事業は今

のところないと思いますがいかがですか。 

 

事務局 大橋  健康づくりの観点とは少し違うかもしれませんが、各地域の子育て

サロンで、地域に住んでいる子育て OB の方々が現役の子育て世

代 と交流することでお互いに元気をもらうなどの取り組みをしてい

ます。 

 

渡辺委員      大学の方でも孫育て等の取り組みをしていて、高齢者の健康を支え

る事業に関心があったのでお尋ねしました。 

 



古野会長      ありがとうございます。実績報告についてはたくさんの事業をされて

いて、各担当課であちこち飛ぶので、プレゼンテーションのやり方を

まとめていただいた方がわかりやすく伝わってくるかと思いました。 

 

古野会長       それでは委員の方から出た意見や質問について、次年度以降の事

業に反映させられるものは、事務局の方で反映させてもらうという

ことで、議事については承認いただいてよろしいでしょうか。 

 

（一同承認） 

 

古野会長       それでは次に議事(2)健康ふくつ 21 について事務局から説明をお

願いします。 

 

事務局 岩佐  健康ふくつ 21 の第二次計画は、2018 年度(平成 30年度)から

2027年度(令和 9年度)までの 10年計画として作成いたしまし

た。その基となる、国の計画である健康日本 21 の三次計画及び、

県の計画であるいきいき健康ふくおかの第三次計画が、令和 6年

度から令和 11 年度の 12年間に変更になったことから、健康ふくつ

21 の第二次計画を 2年間延長して、平成 30年度から令和 11 年

度までの 12年計画に変更したいと考えています。12 年計画に変

更することにより、国及び県の中間見直しを反映した、第三次計画

を作成出来ると考えています。 

10 年計画から 12年計画への変更について、ご審議お願いしま

す。 

 

古野会長       委員のみなさまから、今の説明について質問などはありますか。 

では、議事 2について、承認いただきたいと思いますが、みなさま、

承認いただいてよろしいでしょうか。 

 

 

（一同承認） 

 

古野会長       議事（3）その他です。事務局からございますか。 

 

事務局 岩佐  ございません。 

 

古野会長       これですべての議事が終了いたしました。 

 


